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児童・地域・保護者が一緒に活動することで、つながりを深めています！ 

 
　祖父江小学校では学校運営協議会での話し合いを核として、「地域とともにある学校」づくりを

進めています。 

　地域と学校が協働して子どもたちを育てるということを熟議し、様々な活動に取り組んでいます。

９月３１日に実施した運動会前日の準備では、体育振興会やまちづくり推進協議会、親児の会、保

護者ボランティアの皆さんなど、多くの方の協力を得、改めて地域のつながりの大切さを実感する

機会となりました。誠にありがとうございました。午後の地区運動会にも、教職員も一緒に参加さ

せていただき、子どもたちや地域の方と一緒に楽しいひとときを過ごさせていただきました。 

　今後も、子どもたちが、地域の人とのかかわりや地域に学ぶ活動を通して、感謝の気持ちや愛着

心を育み、将来、地域を創る人材になってほしいと考えています。

地域の中で、自分たちにできることを考え清掃活動に取り組みました！ １０月２４日（火） 地域清掃活動 

 
　防犯あいさつ運動に合わせて、下校時に各通学団の集合場所周辺の清
掃活動を行いました。あいにくインフルエンザによる緊急措置のため、
３・６年学年閉鎖、４年生も学年閉鎖開けということで、児童も保護者
の方も参加できる人数が大変少なくなってしまいました。このような状
況ではありましたが、４・５年生がリーダーとなり、事前に通学団長が
中心となって考えた清掃場所のゴミ拾いなどをしました。みんなで活動
のめあてを達成するために、声をかけ合いながら、心を込めてきれいに
する様子が見られました。これからも地域や保護者の皆様と子どもたち
が一緒に活動する取り組みを通して、自分たちにできること考え、自分
たちの手で実行する子どもたちを育てていきてていきたいと考えていま
す。

　   全校が一体となり、心を一つにしてがんばりました！　 　９月３０日（土） 運動会 
  

　本校の目指す児童像である「自ら考え進んで行う祖小っ子」

「かかわり合い、認め合う祖小っ子」を踏まえて、児童が主

体的に活動し、企画・運営する運動会を目指しました。 

　７月から運営委員が中心となり、全校児童の思いをこめた

スローガンをつくりました。今年の運動会のスローガンは、

「とにかく楽しめ　 祖小っ子！～熱くもりあげ みんなで協力して

 心にのこる運動会にしよう～」となりました。そのスローガ

ンのもと、休み時間に進んで集まるなどして、運動会の企画

や準備に取り組みました。応援団は、応援の内容や振付につ

いて話し合い、休み時間に応援団以外の児童にも声をかけて

練習するなど、自分たちの手で運動会を盛り上げようとがん

ばりました。各学年の実行委員も、学年種目の内容や役割分担を話し合い、みんなが楽しめるよう

に工夫しました。       

  運動会当日は、全力で種目に挑もうとする姿や力一杯応援しようとする姿が見られ、全校が一体

 となって取り組むことができました。

 　午後には、地区運動会が４年ぶりに開催され、地域の皆さんとともに楽しむことができました。

 

 

 

 
 
 

令和５年１０月

稲沢市立祖父江小学校

どうすればもっと盛り上がるかを何度も話し

合いました。毎日練習した成果を発揮すること

ができたし、みんなも楽しめたことが嬉しかっ

たです。

（白組応援団長・ビガニオ クリスリンさん）

今年は、今までで一番楽しい運動会でした。

全校のみんなと心を一つにすることができたか

らです。一生懸命練習し、みんなとの結束を深

められたことが心に残っています。

（赤組応援団長・後藤彩七さん）

通学路の除草もしました！

運営委員会が企画した全校種目「大玉送り」



　 自分たちで考え、行動した野外教育活動！　  ８月１日（火）･２日（水） 野外教育活動 

　５年生になってから、ずっと楽しみにしていた野外教育活動。こ
の野外教育活動を通して、普段の学校生活だけでは得がたい体験が
たくさんできました。野外教育活動の最後に、自分たちで立てため
あてが達成できたのかを振り返る時間を設けました。達成できたこ
とはこれからも継続して自分自身の成長につなげてほしいと思いま
す。残った課題は、また今後の学校生活の中で意識しながら、最高

 学年に向けてクラス全体で成長してほしいと思います。

 
 
 
 
 
 
 
 

　 相手の気持ちを大切にしながら、自分の気持ちを上手に伝えよう！ 

６月２１日（水）～７月３日（月）アサーショントレーニング 

　各学級でアサーショントレーニングを行いました。自分の気持ち

をうまく伝えられない「もじもじさん」、自分の気持ちを大切にし

ているが相手の気持ちを大切にできていない「プンプンさん」、自

分の気持ちも相手の気持ちも大切にできていた「さわやかさん」の

３人の話し方の違いと特徴を理解しました。その後、さわやかな頼

み方や上手な断り方の練習をしました。自分の気持ちも相手の気持

ちも大切にできる祖小っ子が増えていくと嬉しいです。

地域の方から学ぶ体験活動！～地域を知り、地域を愛する機会となっています～ 

 【１年 あきみつけ】　　　【２年 読み聞かせ】　  【３年 銀杏生産見学】　【４年 バナナ園見学】
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【４年 ホタルを通した環境学習】　  【４年 浄水場見学】    【５年 稲刈り体験】      【６年 租税教室】 
 
　１・２年生はプラスワンの時間や生活科の学習で、３年生以上は総合的な学習や社会科の学
習で、地域の方にお世話になっています。上記の写真の活動だけでなく、子どもたちが教科書
だけでは学ぶことのできない多くの体験活動を地域の方々のご厚意でさせていただいていま
す。子どもたちが、多くの方々のご支援に感謝の気持ちをもつとともに、地域のよさを実感さ
せながら学習に臨めるよう教育活動を進めていきます。

□　持久走記録会を行います！ １２月５日（火）９：００～ 
　学校南側の道路を使用し、低学年は約800ｍ、中学年は約1100ｍ、高学年は約1600ｍを走ります。

 子どもたちにとって、自分の目標をもち、その実現に向けて努力するよい機会としたいです。
　交通整理や子どもたちの安全確保などのボランティア（祖小っ子応援団）も募集しています。　
　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先　　祖父江小学校　教頭まで （TEL0587－97－0127）

さわやかな頼み方をペア 

活動で練習している様子

キャンプファイヤーの時に、長岡小の子とも仲良くダンスをして盛り上げる

ことができてよかったです。（森暖華）

野外炊飯の時に、みんなで協力し、助け合って食器や鍋を洗うことができて

よかったです。（加納史琉）

時間を見て行動することができていないときがあったから、これからの学校

生活では時間を意識していきたいと思いました。（近藤篤嗣）
キャンプファイヤーの火文字

協力して火をおこす児童


